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1. 事業概要 

 

(1) 背景・目的 

第四次産業革命といわれる世界的なイノベーションの競争が激化する中、先端的なプロ

ダクトやサービスを生み出すスタートアップ企業の存在が重要視されています。海外では、

いわゆる「ユニコーン企業」と呼ばれるスタートアップ企業が多く輩出されていますが、残

念ながら日本発のユニコーン企業は未だ少なく、今後イノベーションの担い手となるスタ

ートアップ企業が日本から続々と輩出されることが求められています。東京都は今後人口

減少社会を迎えるなど、様々な社会的課題を抱えている一方で、都内にはこうした社会課題

の解決が期待される先端事業を有するスタートアップが多数存在します。東京の持続的成

長を実現させるには、こうした有望な先端事業を有するスタートアップを発掘し、イノベー

ションによる生産性向上を図る必要があります。こうした中、東京都が実施する「キングサ

ーモンプロジェクト」では、スタートアップの先端事業と都政課題のマッチング、都政の現

場等を活用した先行導入プロジェクトの推進と販路拡大のための戦略立案の支援及び事例

のモデル化による水平展開等を行ってきました。 

また、東京都では「『未来の東京』戦略 version up 2024」に基づき、持続可能な未来へ

の歩みの加速化、多様な人が活躍できる社会の実現や国際競争力の強化、さらなる安心安全

な都市基盤づくり、構造改革の実現に取り組んできました。世界５大陸の都市のリーダーが

東京に集う「SusHi Tech Tokyo 2024 シティ・リーダーズ プログラム」を通じて、持続可

能な社会の実現に向けて共に取り組み、新しい価値を生み出すことを目指しています。 

こうした取り組みを背景として、東京都と同じ社会課題を抱える海外都市を対象に、都内

スタートアップ企業の持つ先端事業により課題解決を図る新たなプロジェクト、キングサ

ーモンプロジェクト「海外都市課題解決コース」（以下、「本事業」という。）を設置し、海

外諸都市とスタートアップのマッチングから社会課題解決実証の推進まで、伴走型の支援

を行います。これにより「起業→拡大→イグジット（株式公開等による利益回収）→次の起

業（又は支援）」という「起業のサイクル」の確立により、先端事業（イノベーション）に

よる東京の成長と社会的課題の解決を目指します。 

なお、東京都は本事業の運営を事業プロモーターとしてデロイト トーマツ コンサルテ

ィング合同会社に委託しています。 

 

(2) 事業実施内容 

本事業は、次の 4つの内容（海外都市への渡航及びピッチの実施、実証の実施、海外都市

における事業推進や成長促進、効果検証・成果発信）で構成されています。 

 

① 海外都市への渡航及びピッチの実施 

本事業を実施する企業（以下、「採択企業」という。）を選定する過程において、海外都市
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が実施する書類審査を通過した企業（以下、「一次審査通過企業」という。）は、１週間程度

海外都市を訪問し、海外都市課題の解像度を高め、海外都市に対して実証プランを提案する

ピッチ（以下、「海外都市ピッチ」という。）を実施します。海外都市ピッチには事業プロモ

ーターが同行し、海外都市とのコーディネートを支援します。 

 

② 実証の実施 

採択企業は、海外都市が抱える社会課題の解決に資するプロダクト・サービスを用いた実

証を実施します。実証は、2か月の準備期間と 3カ月の実施期間とし、計 5ヶ月をプロジェ

クト期間とする予定です。この期間において、必要に応じて、事業プロモーターが採択企業

の海外渡航に同行します。 

 

③ 海外都市における事業推進や成長促進 

海外都市における事業推進や成長促進を目的として、事業プロモーターの協力のもと、現

地ベンチャーキャピタルや現地法人、現地研究機関への取次や面談機会の設定等のマッチ

ングを実施します。また、海外都市への事業展開に係る方策を検討いただきます。 

 

④ 効果検証・成果発信 

実証の効果検証を行い、本事業に係る成果を事業プロモーターに報告いただきます。また、

事業プロモーターが、本事業の成果やスタートアップの成長に資する内容等の発信を実施

いたしますので、採択企業にも当該成果発信にご協力いただきます。 

 

(3) 実施スキーム 

本事業における採択企業は、事業プロモーターの支援のもと、海外都市が抱える社会課題

の解決に資するプロダクト・サービスを用いた実証を実施します。 

実施スキームは以下の通りです。 
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2. 実証の内容 

 

(1) 実証の課題テーマとフィールド 

本事業は下記の２つの海外都市および課題テーマで実施します。 

 

① ヘルシンキ市（フィンランド共和国） 

 

背景 

 ヘルシンキ市は、世界的な課題に取り組み、住民の幸福度を高め続ける先駆者であること

を目指しています。2030 年までにカーボン・ニュートラルを実現するという野心的な目標

を掲げており、スタートアップのソリューションも活用し環境負荷低減に取り組んでいま

す。また、スタートアップのソリューションを積極的に活用するのみでなく、ヨーロッパ進

出への戦略的ゲートウェイも提供しております。 

ヘルシンキ市が抱える課題や背景の詳細は、別添「ヘルシンキ市の課題解説」を参照くだ

さい。 

 

課題テーマ：環境負荷低減 

実証内容の一例 

例①  再生可能エネルギーや蓄電システム等の導入を通じたビルからの CO2 排出量の削減 

例②  エネルギーマネジメントシステム等を通じたビルにおけるエネルギー消費の効率化 

例③  グリーンビルディング素材の導入によるビルからの CO2排出量の削減 

 

※環境負荷低減に資する Circular Constructionや Smart Mobilityを含みます 

※Circular Constructionとは、建設業界での資源の効率的な利用と廃棄物の最小化を目指

し、リサイクル、再利用、エネルギー効率の向上などの取り組みを通じて持続可能な未来を

実現するアプローチの総称です。 

 

② ナイロビ市（ケニア共和国） 

背景 

ナイロビ市は、エルニーニョ現象に伴う豪雨と洪水によって深刻な被害を受けており、洪

水対策、洪水時の住民への情報提供、早期警報システムなどを用いて被害の抑制を目指して

います。 

ナイロビ市が抱える課題や背景の詳細は、別添「ナイロビ市の課題解説」を参照ください。 

 

課題テーマ：豪雨や河川氾濫、堤防決壊による洪水の軽減・制御 

実証内容の一例： 
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例①  支援・救援体制構築を通じた洪水・河川氾濫による二次被害拡大の防止 

例②  洪水・氾濫発生予測・通知を通じた洪水・河川氾濫による被害の抑制 

例③  不衛生区域の把握を通じた洪水・河川氾濫による二次被害拡大の防止 

 

なお、上記例の他にも、河川のモニタリングを通じた洪水・河川氾濫による被害の抑制や、

洪水発生時の状況把握を通じた被害拡大の防止、洪水発生後のエネルギー確保を通じた二

次被害拡大の防止なども考えられます。 

  

※実証内容は、実証フィールド提供者との調整により、変更が発生する可能性があります。 

 

(2) 実証のスケジュール 

本事業は以下のスケジュールにて実施予定です。 

 

 

 

① スクリーニング通過企業の海外都市渡航 

一次審査通過企業は、以下の期間に海外都市に滞在し、海外都市ピッチを実施します。 

 

 ヘルシンキ市：令和 6年 8月 26日（月）～8月 30日（金）※現地時間 

 ナイロビ市：令和 6年 8月 5日（月）～8月 9日（金）※現地時間 

 

また海外都市への渡航時には、ピッチに向けた提案書のブラッシュアップ支援や、実証フ

ィールドへの訪問、想定顧客・ビジネスパートナーとの個別面談、現地ベンチャーキャピタ

ル・イノベーション施設への訪問等を通して、スタートアップの海外都市における事業推進

や成長促進を支援します。 

スケジュール（例）は以下の通りです。 
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※海外都市への渡航スケジュールは変更される可能性がございます 

※海外都市渡航に参加できない場合、不採択となりますのでご了承ください 

 

海外都市ピッチに係る海外渡航費用（海外旅費・海外宿泊費・現地交通費・保険料）は、

東京都が負担します 

詳細は以下の通りです。 

 

i) 海外旅費 

(ア) 航空運賃については、エコノミークラスの料金を上限とし、東京国際空港又は

成田国際空港と現地との往復に要する航空運賃、空港利用料等の金額を上限と

します。また、海外渡航期間中に複数地域を訪問する場合は、当該地域間の航空

運賃等も経費として含めるものとします。 

(イ) (ア)にかかわらず、一次審査通過企業の社員が海外渡航期間の前に海外他都市

に滞在している場合は、(ア)の金額又は当該海外他都市から現地までの航空運

賃等の金額のうち低額のものを経費として含めるものとします。 

(ウ) (ア)にかかわらず、一次審査通過企業の社員が海外渡航期間終了後に海外他都

市に移動する場合は、復路の航空運賃等について経費としてみなさないものと

します。 

 

ii) 海外宿泊費および現地交通費 

(ア) 海外宿泊費及び現地交通費は、次の表の額を１日当たりの上限とします。 

 

海外都市 海外宿泊費 現地交通費 

ヘルシンキ市（フィンランド） 25,800円 4,200円 

ナイロビ市（ケニア） 18,600円 3,100円 

 

(イ) 海外宿泊施設は一次審査通過企業の社員一人につき一部屋を用意するものとし
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ます。 

(ウ) 以下に記載する日程の前後泊を含む計 6泊を支給対象とします。 

 

・ ヘルシンキ市：令和 6年 8月 26日（月）～8月 30日（金）※現地時間 

・ ナイロビ市：令和 6年 8月 5日（月）～8月 9日（金）※現地時間 

 

iii) 保険料 

海外渡航に際しては、海外旅行傷害保険に加入し、かかる費用を海外渡航費用の中で賄

うこととします。ただし、加入する保険の補償範囲や補償金額等については採択企業の判

断とします。なお、従前から契約・加入している海外旅行傷害保険がある場合は、加入証

明書の提出をもって加入を免除することとします。 

 

iv) 海外旅費、海外宿泊費、現地交通費及び保険料の上限 

ⅰ)からⅲ)の費用の合計は、次の表の額を上限とします。 

海外都市 上限額 

ヘルシンキ市（フィンランド） 580,000円 

ナイロビ市（ケニア） 630,000円 

 

② 実証の準備期間 

実証の実施に向け、実証フィールドの決定やステークホルダーとの調整、サービス・プロ

ダクトの開発等を行う準備期間を設けております。海外都市の準備受け入れ期間として令

和 6 年 9 月から 10 月の 2 か月間を設定しており、期間内に実証準備を実施いただきます。 

 

③ 実証の実施期間 

令和 6年 11月から令和 7年 1月の 3か月間を実証実施期間として設定しております。実

証に際する採択企業の現地滞在日数は、②の準備期間と③の実証実施期間を含め合計 2 か

月程度（連続ではなく断続的な滞在）を想定しております。なお、最終的な実証の期間は令

和 6年 9月以降の海外都市現場との協議を経て、決定します。 

 

④ 成果とりまとめ・成果発表 

本事業における成果のとりまとめは令和 7 年 2 月に、成果発表は令和 7 年 3 月に予定し

ております。 

 

(3) 実証の費用 

本事業の実施費用は以下の通りです。 

・ 海外都市における実証に要する経費は、総額 10,000,000円（※）を上限に東京都が
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負担します。 

・ 費用負担項目の一例は、実証に必要な機材の現地までの運搬費、現地での資材調達

費、人件費等です。 

・ 応募者が連携企業とコンソーシアム形式を組んで実証を実施する場合には、連携企

業に対するサービス購入費用や外注費用等の費用は応募者の本実証費用に含めるこ

とが可能です。 

・ 新規のプロダクト・サービスそのものの製作・開発等に関する費用は、応募者側の負

担となります。実証費用の詳細の支払方法については採択企業と別途協議の上、決定

します。 

※実証の規模によってスタートアップへの支援金額を調整する可能性がございます 

  

また、プロジェクト期間中の海外渡航費用（海外旅費・海外宿泊費・現地交通費・保険料）

は、上記実証の費用とは別に、東京都が負担します。 

詳細は以下の通りです。 

 

① 海外旅費 

i) 航空運賃については、エコノミークラスの料金を上限とし、東京国際空港又は

成田国際空港と現地との往復に要する航空運賃、空港利用料等の金額を上限と

します。また、海外渡航期間中に複数地域を訪問する場合は、当該地域間の航空

運賃等も経費として含めるものとします。 

ii) ⅰ)にかかわらず、採択企業の社員が海外渡航期間の前に海外他都市に滞在して

いる場合は、ⅰ)の金額又は当該海外他都市から現地までの航空運賃等の金額の

うち低額のものを経費として含めるものとします。 

iii) ⅰ)にかかわらず、採択企業の社員が海外渡航期間終了後に海外他都市に移動す

る場合は、復路の航空運賃等について経費としてみなさないものとします。 

 

② 海外宿泊費および現地交通費 

i) 海外宿泊費及び現地交通費は、次の表の額を１日当たりの上限とします。 

 

海外都市 海外宿泊費 現地交通費 

ヘルシンキ市（フィンランド） 25,800円 4,200円 

ナイロビ市（ケニア） 18,600円 3,100円 

 

ii) 海外宿泊施設は採択企業の社員一人につき一部屋を用意するものとします。 

 

※海外渡航費用は、支援金額に調整が入る可能性がございます。 
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③ 保険料 

海外渡航に際しては、海外旅行傷害保険に加入し、かかる費用を海外渡航費用の中で賄

うこととします。ただし、加入する保険の補償範囲や補償金額等については採択企業の判

断とします。なお、従前から契約・加入している海外旅行傷害保険がある場合は、加入証

明書の提出をもって加入を免除することとします。 

 

④ 海外旅費、海外宿泊費、現地交通費及び保険料の上限 

①から③の費用の合計は、次の表の額を上限とします。 

海外都市 上限額 

ヘルシンキ市（フィンランド） 6,800,000円 

ナイロビ市（ケニア） 6,000,000円 

 

 

(4) 実証における安全面での配慮 

機器等は、安全が十分に検証され、保障されたものを使用することを前提とした上で、実

証で使用するにあたっては、安全面への配慮について、次に掲げる全ての事項を遵守するこ

ととします。 

① 実証開始前及び実証中に、安全対策について実証フィールドとなる施設等に説明をす

る場を設け、安全策を丁寧に説明するとともに、実証フィールドでの立ち会いや関係者

からの問い合わせがあった場合には、迅速に対応してください。 

また、より一層の安全対策を提示することが可能となった場合には、実証フィールドに

おいて提示し判断を求めるなど、常に安全性の向上に努めること。（各実証フィールド

内における円滑な業務運営に支障をきたす場合には、事業を停止又は中止する可能性

があります。）  

② その他、実証の安全な実施のために調整が必要な事項が生じた場合又は要領に定めの

ない事項については、実施フィールドとなる海外都市行政現場及び関係部局等と協議

の上定めることとします。  

 

(5) 実証に係る役割分担の考え方 

 実証に係る役割分担の考え方は以下の通りです。 

段階 事業プロモーター 採択企業 海外都市 

公募 

選定 

・ 応募企業の公募 ・ 応募資料の作成およ

び提出 

・ 提出書類を通じた、

海外都市へ渡航する

企業のスクリーニン

グ 
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・ 現地でのピッチを通

じた、採択企業の選

定 

実証 

準備 

・ 実証の実施支援 ・ 実証に必要なプロダ

クト・サービス及び

データ等の準備 

・ 必要な安全対策の実

施 

・ 実証の実施支援 

実証 

実施 

・ 必要に応じた実証

の実施支援 

・ 採択企業の海外渡

航支援 

・ 実証の実施 

・ 実証の検証に必要な

データ収集 

・ 必要に応じたインタ

ビュー・撮影等への

協力 

・ 必要に応じた実証の

実施支援 

検証 ・ 実証の検証結果に

対する意見照会 

・ 実証の検証結果の

取りまとめ 

・ 実証の検証の実施 

・ 実証の検証に係るデ

ータ提供 

・ 実証の検証結果等に

対する意見交換 

・ 実証の検証結果等に

対する意見交換 

 

 

3. 応募資格 

 

応募者（応募主体者）は次に掲げるすべての事項を満たすスタートアップであることとし

ます。なお、資格審査は事業プロモーターおよび東京都にて実施いたします。 

 

(1) 原則東京都内において事業展開を行っていること、又は行おうとしていること。 

(2) 法人登記済みであること。 

(3) 応募時点で株式市場において未上場であること。 

(4) 既に売上計上しているプロダクト・サービスを有する企業であること。 

(5) 海外での実証の実施能力を有しており、かつ、事業継続するにあたって財務基盤の安全

性が確保されていること。 

(6) 本事業で実施する実証については、国や他自治体からの委託や助成を受けておらず、令

和 7年３月 31 日までの間は受けない予定であること。 

(7) 地方自治法施行令（昭和 26 年政令第 16 号）第 167 条の４の規定に該当しない者であ

ること。 
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(8) 会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）第 17 条及び第 30 条の規定による更生手続き

開始の申立てがなされている者でないこと。 

(9) 民事再生法（平成 11 年法律第 225 号）第 21 条の規定による再生手続き開始の申立て

がなされている者でないこと。 

(10) 反社会的勢力またはそれに関わるものとの関与がないこと。 

(11) 応募主体者が連携企業とコンソーシアムを組んで実証を実施する場合には、連携企業

が上記の(6)から(10)のいずれにも該当しないこと。 

 

 

4. 応募方法 

 

本事業への応募を希望される場合は、次項以下に定めるところにより、応募申請書等の提

出をしていただきます。 

 

(1) 提出書類 

※英語でご提出いただく資料もございますので、ご注意ください 

 

 応募申請書（必須）（英語） 

※特設サイト（URL: https://kingsalmon.metro.tokyo.lg.jp/overseas/）からダウン

ロードして下さい 

※PowerPointにて計 15枚以内での提出をお願いいたします 

※複数の実証に応募する場合には、応募する実証ごとに応募申請書を準備の上、提出し

て下さい 

・ 宣誓書（必須）（日本語） 

※特設サイト（URL: https://kingsalmon.metro.tokyo.lg.jp/overseas/）からダウン

ロードして下さい 

・ 発効後 3 か月以内の登記事項証明書（履歴事項全部証明書）の類（写）（必須）（日本

語） 

※取得に時間を要し、応募申請書と同時の提出が難しい場合は、事業プロモーターまで

連絡をお願いいたします 

・ 直近の決算資料（B/S、P/L、CF計算書）（税務署に提出した決算報告書一式）（必須） 

※東京都への入札資格を有している場合には、ご提出の必要はございません 

※取得に時間を要し、応募申請書と同時の提出が難しい場合は、事業プロモーターまで

連絡をお願いいたします 

・ 補足資料（任意）（英語） 

※応募申請書を補足する内容を示す資料（パンフレット等）の提出が可能です 
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(2) 提出期間 

 令和 6年 5月 20日（月）から 6月 14日（金）23:59まで 

 

(3) 提出方法 

電子メールでの提出をお願いします。お持ち込み、郵送は受け付けません。 

電子メールで資料をお送りいただく際には、添付ファイルを 10MB以内に収めてくたさい。 

 

提出先メールアドレス：kingsalmon-overseas@tohmatsu.co.jp 

提出先：事業プロモーター（デロイト トーマツ コンサルティング合同会社） 

件名：【キングサーモンプロジェクト】貴社名 

  （例）【キングサーモンプロジェクト】○○株式会社 

 

 

5. 採択企業の選定 

 

(1) 選定スケジュール 

選定に係るスケジュールは以下の通りです。 

なお、スケジュールについては変更になる可能性があります。 

 

海外都市によるスクリーニング 令和 6年 6月下旬 

書類審査結果通知 令和 6年 7月上旬 

深掘ヒアリング 令和 6年 7月中 

海外都市渡航時のピッチ審査 ・ヘルシンキ市：令和 6 年 8 月 26 日（月）～8 月 30 日

（金） 

・ナイロビ市：令和 6年 8月 5日（月）～8月 9日（金） 

・※いずれも現地時間 

結果通知 令和 6年 8月下旬～9月上旬（予定） 

 提出書類いただいた書類を、海外都市が審査します。一次審査通過企業は、各都市５社

の予定です。応募締め切り後 2～3週間程度で、応募者全員に対し事業プロモーターか

ら結果を通知します。 

 深掘ヒアリングについて、一次審査通過企業にヒアリングを実施し、実証（案）を作成

し、海外都市ピッチにおけるヒアリングを最大限有効化する支援をいたします。 

 海外都市ピッチにおいては、海外都市に実際に渡航し、海外都市に向けたピッチを実施

いただきます。海外都市には約１週間滞在し、海外都市現場等へヒアリングなどを通じ

て、課題の解像度を高め、実証（案）およびピッチ内容をブラッシュアップします。海



14 

 

外都市が審査し、帰国後に事業プロモーターから結果の通知を行います。 

 

 

(2) 評価観点 

 採択企業の選定にあたっては、以下の評価観点に基づき、海外都市が総合的に評価を行い

ます。ただし、応募資格を満たさないと見なされた場合には、失格とします。 

 

 

※「評価項目・評価観点」は一例であり、海外都市がそれぞれの基準に基づいて審査を行

います。応募申請書作成の目安としてご参照ください 

 

6. 情報の取扱について 

 

本事業に基づき海外都市または付随する実証現場から貸与を受けた電子データについて
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は、貸与データを含む構築内容を海外都市または付随する実証現場において令和 7 年度に

継続活用することが見込まれない場合においては、本事業終了後に破棄するものとします。

また、貸与データを本事業実施以外の目的で使用することは禁止します。 

海外都市が権利を有する提供データや情報及び、実証の実施に係る成果物は海外都市お

よび東京都の承諾を得ずに第三者に提供することを禁止します。 

 

 

7. 留意事項 

 

応募者は以下の点に留意の上、応募することとします。 

 採択後における、採択企業の事由による本事業への参加辞退は原則として出来ないこ

と。 

 過去にキングサーモンプロジェクトに採択された企業においても応募可能であること。 

 実証の実施にあたっては関係法令等を遵守すること。 

 実証中に使用したプロダクト・サービスによる事故や苦情が発生し、それがプロダク

ト・サービスに瑕疵によるものと見なされる場合には、採択企業が一切の責任を負うも

のとし、発生した損害（第三者に及ぼした損害を含む）については、採択企業がその費

用を負担すること。損害は、利用者等の怪我や実証フィールドの設備等を損傷するなど

の有形のものに限らず、実証に伴い設置する機器等が原因となる通信障害や、機器等の

誤作動によるものも含むこととする。 

 本事業の趣旨に基づき、海外都市における事業推進や成長促進に向け、東京都が行う現

地ベンチャーキャピタルや現地法人、現地研究機関とのマッチング支援や海外都市へ

の事業展開に係る方策の検討支援の実施に協力すること。 

 実証結果を検証するにあたり、実証後の調査（アンケートやインタビュー）に協力する

こと。また、実証で得られた情報や個人情報を除いたデータ等を必要に応じて提供する

こと。なお、実証結果やデータ等は、東京都の許可なく第三者への開示、第三者機関へ

の転載、掲載はしないこと。 

 本事業を広く PR するため、実証期間中の映像撮影や、当該映像等の公表、事業ロゴ・

SNSの活用を通じた本事業の取組に係る情報発信に協力すること。 

 

 

 

8. 問い合わせ 

 

本事業、公募要領、提出書類等に関して質問がある場合、メールにて以下問い合わせ先の

メールアドレスにお送り下さい。 
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尚、令和 6年 9月以降に、採択企業、海外都市現場の担当部局、本事業担当部局等との協

議を経て、実証の対象者、実施場所、実施体制・役割分担、スケジュール等の実証の詳細を

決めていく事を想定していますので、実証に係るそれらの詳細に関する問い合わせについ

てはご回答しかねる旨、ご理解いただきますよう、お願いいたします。同様に、個別評価の

詳細につきましては、ご回答いたしかねる旨ご了承ください。 

また、本事業の詳細等に関して、実証のフィールドとなり得る海外都市現場への直接の問

い合わせは固くお断りさせていただきます。ご連絡された場合には、該当企業およびコンソ

ーシアムは応募資格をはく奪いたします。 

  

＜問い合わせ先＞ 

問い合わせ先：事業プロモーター（デロイト トーマツ コンサルティング合同会社） 

問い合わせ先メールアドレス：kingsalmon-overseas@tohmatsu.co.jp 

件名：【キングサーモンプロジェクトに関わる問い合わせ】貴社名 

   （例）【キングサーモンプロジェクトに関わる問い合わせ】○○株式会社 

 

問 い 合 わ せ 内 容 を 検 討 ・ 確 認 の 上 、 原 則 、 特 設 ペ ー ジ （ URL ：

https://kingsalmon.metro.tokyo.lg.jp/overseas/）にて回答を随時掲載させていただき

ます。 


